
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高等部 ２ 

カラーモンスター 

きもちは なにいろ？ 他 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇自分の気持ちに気づくことがで

きる 

〇自分の気持ちを言葉で表現でき

る。 

〇友だちの気持ちに気づくことが

できる。 

〇絵本カラーモンスターは、いろいろな気持が

まざりあって、自分の気持ちがわからなくなっ

ている状態を女の子と一緒に「うれしい」「かな

しい」「いかり」「ふあん」「おだやか」「すき」な

どの気持ちを色で分けながら知り、整理してい

く物語です。この絵本は自分の気持ちに気づき

「今の気持ちは何色かな」と考えるきっかけを

くれます。子どもたちが感情を言葉で表現する

力や、友だちの気持ちを思いやる力や読み聞か

せの後には、「今日はどんな気持ち」と話し合う

活動にもつなげられます。 

保健体育 

もしくは 

自立活動 

⑤人間関係の形

成「他者との関わ

り方や集団参加

に関すること」 

⑥コミュニケー

ション「他者との

かかわりの基礎

に関すること」

「状況に応じた

コミュニケーシ

ョンに関するこ

と」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高等部 ３ ふれあい体操 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇自閉、多動傾向のある生徒の心

理的安定を図る。 

 

感覚受容の幅を広げることで精神

的な受容の幅を広げ、柔軟なコミ

ュニケーションへとつなげる。 

〇ふれあし体操 

手・足は、感覚は体の中でも特に感覚が敏感部

位である。手は日常生活で多く使うことがあり、

手に触れられることに慣れているが、足先・足

裏は歩行で使う以外で、感覚を意識して使うこ

とが少なく、触れられることに慣れていない生

徒が多い。 

始めは優しく足の甲などに触れることから初め

て、触れられることに慣れさせていき、足を包

み込んだり、タッピングを継続して行うこと

で、「足先に触れる気持ち良さを感じて」リラッ

クスできるようになると、情緒の安定につなが

るとともに、他者を受容できる幅が増えて、円

滑なコミュニケーションにつなげていける。 

 

２心理的安定 

２情緒の安定 

 

 



 

 

 

 

 

学部 学年 教材名（書籍） 

高等部 ２ 
書籍（漫画） 

実話を基に描いた名作漫画 

 

【 本作のテーマ 】 

「聴覚障害」と「知的障害」を併せ持つ「重複障害児」とその家族の過酷な現実、そして彼らが社

会の中で生きていくための「居場所（共同作業所）」を作り上げるまでの軌跡を描いた実話に基

づく物語です。また、この作品（どんぐりの家）のクライマックスで、親や教師たちが力を合わせて

建設を目指した入所施設の実際のモデルが、埼玉県毛呂山町（もろやままち）にあります。その事

業所は「ふれあいの里どんぐり」です。 

※この「ふれあいの里どんぐり」は、作中で描かれた運動が実を結び、1997年に開設された障

害者支援施設です。本校の生徒も実習でお世話になっている施設になります。 

 

【 内容について 】 

構成と大まかな流れ物語は大きく 3つに分かれて展開します。 

 

①障害との闘いと成長（幼少期） 

目も見えず（※一部の児童）、耳も聞こえず、知的障害もある子どもたちが、排泄の自立や言葉

（手話や身振り）による意思疎通を獲得していくまでの、家族と教師の血のにじむような努力が

描かれます。 
 

②学校卒業後の「壁」（青年期） 

義務教育であるろう学校を卒業した途端、社会に重複障害者の受け皿（働く場や福祉施設）が

ないという厳しい現実に直面します。家の中に閉じこもらざるを得なくなった子どもたちは、スト

レスからパニックや自傷行為を起こし、家族は精神的に追い詰められていきます。 
 

③「どんぐりの家」の建設へ 

「親が死んだ後、この子たちはどうなるのか」という切実な危機感から、親と教師、支援者たち

が立ち上がります。自分たちの手で障害者が働き・暮らせる共同作業所「どんぐりの家」を作る

ため、バザーや署名活動、行政への働きかけを行い、地域社会を動かしていきます。 

 

【 社会への影響 】 

当時、まだ世間に広く知られていなかった「重複障害」の実態や、福祉制度の不備をリアルに描

き、読者に大きな衝撃を与えました。この漫画をきっかけに全国で支援の輪が広がり、実際の施設

建設運動にも多大な影響を与えた社会的意義の深い名作です。 

特別支援学校に携わる多くの方々へ、特に、２０代～３０代の若い先生方に読んでほしい作品

です。 

https://www.google.com/url?sa=i&source=web&rct=j&url=https://sai-donguri.org/&ved=2ahUKEwjUpbWanc-VAxU8BTQIHSvhIfkQy_kOegYIAAgMEAE&opi=89978449&cd&psig=AOvVaw2ApgfNpFKmt4cACEXVmHm2&ust=1784017496553000


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高等部 １年 こどもアウトプット図鑑 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇 自分の気持ちや考えを言葉で

表現する力を育てる。 

〇相手に伝わる話し方や伝え方を

身に付ける。 

〇自分の考えを整理し、状況に応

じて適切に表現できるようにす

る。 

〇掲載されている身近な場面や悩みを題材に、

自分ならどうするかを考え、話したり書いたり

する。 

〇イラストを手掛かりに気持ちや考えを整理

し、教員や友達との対話を通して表現を広げる。 

〇ロールプレイや振り返り活動を取り入れ、実

際の学校生活で活用できるコミュニケーション

につなげる。 

自立活動 

③ 人間関係の形

成 

④ 環境の把握 

⑥ コミュニケー

ション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高等部 ２年 プレ思春期の SST ワーク 

指導目標 指導方法 

自立活動の場合は、 

６区分（複数可）記入 

教科等の場合は、 

教科名等記入 

〇学年や年齢に関わらず、個人に

適した学習を行い、力を伸ばす。 

○発達段階や個性に合わせた学習

指導を行い、心のサポート、社会

性やコミュニケーションなどの能

力を向上する。 

〇クラス、グループ、個別指導、いずれの場面で

指導する。 

○ワークシートに、生徒たちは書き込みながら

活動する。 

○シートをファイルし、後から見返すことで繰

り返し活用できる。振り返りができる。 

〇心理的な安定 

〇人間関係の形成

〇コミュニケーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高等部 ３年 書籍紹介「強育パズル」「合格パズル」 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇計算力、思考力、推理力、判断力 

 着眼力を高める。 

〇書籍の内容を元に問題プリントを作成し主体

的に取り組めるようにする。また本人の力に合

うように難易度を変えてプリントを用意する。 

数学 

国語 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高 ３ 『知的障害特別支援学校の ICT を活用した授業づくり』 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

 〇ジアース教育新社発行、国総研監修の、ICT 教材の活用事例集です。

他の ICT 関連書籍と違う点は、ほぼ全教科での活用事例と実践内容

が詳しく掲載されているところです。 

ICT の活用というと、カメラ機能かインターネットの使用に偏りがち

ですが、この本を全編読んでみると、こんな方向性での活用ができる

のかという発見があります。 
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学部 学年 教材名 

高 ３ はじめての手話 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

〇正しいコミュニケーション方法

を学び、自分の気持ちを表出した

り、相手からの指示を理解できた

りするようになる 

〇手話を覚えて、生徒と共有する 

学校でやったことをひとつずつ手話に変換して

その都度見せて共有し、見通しを持たせる 

 心理的な安定 

人間関係の形成 

コミュニケーシ

ョン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部 学年 教材名 

高等部 1 年 

書籍 

「話したい！」をひきだす 

わくわく ことば教材 

学陽書房 【編著者】秋元瑞帆 小原路乃 

指導目標 指導方法 

教科等の名称 

自活の場合は 

６区分（複数可） 

★ことばにまつわる力を育むための教材が掲載されています。 

 

①語彙、②文の組み立て、③コミュニケーション、④ことばの音、⑤文字、⑥手先

の器用さと数の概念などに関する教材が掲載されています。 

紹介されている教材をそのまま使うこともできますが、児童生徒に合わせてアレン

ジしたりと教材づくりの参考になります。 

 また、コラムが章末にあり、言葉の発達に関する事柄について簡単な解説も載って

います。 

②心理的な安定 

③人間関係の形

成 

④環境の把握 

⑥コミュニケー

ション 

 


